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Abstract
　The purpose of this study was to investigate the learning effect of the male Junior High School student
in the Physical Education Classes of Soccer on Portable Global Positioning System. The subjects were 32 .
 This survey was conducted from November to September, 2018. The results are follows:
1, The students tried to analyze the Relationships of the motor load and their performance.
2, It was indicated that there were more “Motivation”to play soccer in the Physical Education Classes 
 to grasp their motor load.

Keywords: the Physical Education Classes of Soccer, The learning effect, Global Positioning System
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Ⅰ．研究目的
　数多くの先行調査によって、現代社会にお

ける子供たちの体力や運動能力低下には、継

続的な改善の必要性があることが報告されて

いる1）。このような背景から学習指導要領で

は、中学校保健体育の主要課題の一つとして、

子どもたちの体力向上を明示しており、全て

の領域において目標に包括している。球技領

域に着目してみると、中学校第3 学年では「技

術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察

の方法などを理解し、自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫できるようにする」こ

とが記されている2）。しかしながら、球技種

目においては運動中の身体活動形式が複雑か

つ多様であり、要求される体力要素に関連す

る『体力の高め方』に関する具体的な手法は、

保健体育教師による主観的かつ経験的な判断

に多くを委ねられている現状がある3）。

　一方で、そのような現状に対して、GPS測

定器を活用すれば、体育授業「サッカー」の

実践においても生徒の身体的負荷（総移動距

離、加減速及びスプリントの頻度等）を客観

的数値として評価することが可能である（図

1）。この測定結果を蓄積すれば、将来的には

体育授業「サッカー」に要求される体力特性

が詳細に把握でき、授業実践に関連して生徒

の体力が高まっていくプロセスも明確化され

ることが期待できる。
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　以上のことから中学校体育授業「サッカー」

においてGPS測定器を活用し、その身体的負

荷を明確にしていくことは、生徒の体力向上

に有効であると考えられるが、このような実

践に関する報告は希少である。

　したがって、本研究は、中学校体育授業

「サッカー」において実践的にGPS測定器を

活用するために、その学習効果を検証し、今

後の基礎資料となることを目的とした。

Ⅱ．研究方法
（１）調査対象

・埼玉県A市立中学校3年生

　　　　　　　　　男子生徒32名

（２）調査期間

・平成30年9月10日（月）〜11月22日（木）

（３）GPS測定器を活用した体育授業の実践

　本研究の調査対象となる保健体育授業指導

案は資料1の通りである。実際の授業は教師

歴２年でソフトテニスを専門種目とする保健

体育教師が、通常のカリキュラムにおいて担

当した。学校長、担当教諭（学年主任、クラ

ス担任、保健体育教師）およびすべての対象

者に本研究の目的、方法および安全性などを

十分に説明し、本研究の参加に対する同意を

得た。

　授業内における実際の測定には、運動中の

位置を知らせるデバイスを測定用ベストに内

蔵させ、人工衛星との通信により、移動距離

及び軌跡、速度等を測定できるField Wiz（UNA 

Sports Medicine,UK）を装着した。なお、機器

の性能等に関する詳細は以下の通りである。

・GPS : 10Hz, 56衛星 チャンネル受信

・加速度計 : 3軸 1kHz、±16G, 16-bit

・ジャイロスコープ : 3軸 1kHz

・地軸計 : 3軸 100Hz

本機器重量は45g、サイズは65mm x 65mm x 

15mmである。機器を装着する際には、上背

部（第1〜3胸椎部）にミニバッグポケットが

付いている専用のベスト型ビブスを体表面に

密着させるように着衣させ、そのポケットに

GPS機器本体を挿入した。これらの測定器に

よって得られるデータの誤差範囲は通常70cm

以内であり、サッカー、ラグビー、ホッケー

等の多くのインターナショナルレベルの選手

及び欧州プロクラブなどトップレベルの競技

チームをはじめとして、様々なスポーツにお

けるパフォーマンス分析に活用されている4）。

Ⅲ．結果及び考察
　本研究においては、授業単元全体を通じて、

ゲーム形式（8対8、70m×40mコート、1試合

10分）の場面においてGPS測定器を活用した

データ測定を実施し、総移動距離、加速頻度、

減速頻度、スプリント回数を定期的に生徒個

人へフィードバックした。また移動軌跡を記

録したヒートマップもチームごとにまとめた

資料を生徒に提示した（図２）。

　単元の初期段階では、多くの生徒が総移動

距離の長短に関心を示し、戦術的な思考を含

図1 GPSを活用したデータ測定の実際：サッカーの場合
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まないと判断されるランニング等を多く実行

する傾向が見られた。測定及びフィードバッ

クを重ねる毎に、個人やチームのパフォーマ

ンスとスプリント回数やヒートマップの関係

を主体的に省察する姿が多く見られるように

なった。さらに、ゲーム形式の活動前後でポ

ジショニングやサイド攻撃、オーバーラップ

等の戦術行動の頻度と身体的負荷の関係を考

慮した上でのゲーム分析活動を行う場面が発

展的に増加した。

　以上のことから本研究において推察された

中学校体育授業「サッカー」におけるGPS測

定器活用に関連する学習効果は以下のとおり

である。

① 球技「サッカー」における身体的負荷の

明確化に伴う実践への意欲・関心の向上

② 身体的負荷と戦術行動の関連性への省察

力の向上

Ⅳ．今後の研究課題 
　本研究では、中学校体育授業「サッカー」

におけるGPS測定器活用に関連する学習効果

を検証することを目的とした。本研究で推察

された知見の客観性を高めるために今後も調

査条件を精査した研究の継続が必要であると

考えられる。
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 （資料1：「サッカー」授業単元計画）

図2 移動軌跡を表示するHeat Map
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（資料１：「サッカー」授業単元計画）

保健体育科　学習指導案

 平成３０年１１月１６日（金）第５時限　校庭

 　　第３学年１・２組 男子３５名

 　　指　導　者 T1 

  T2 

１　単元名　　「球技」（ゴール型・サッカー）

２　運動の特性

（１）一般的特性　

　二つのチームが入り混じって、手や腕以外の身体を使って一つのボールを取り合い、組織的に攻

防を行って、お互いのゴールにシュートをして得点を競い合うところに楽しさや喜びを味わうこと

のできる運動である。個人技能や集団技能の程度に応じて、チームの人数、ゲームの時間、コート

の広さ、ルール等を工夫することで、個人やチームの力に応じた作戦を立てゲームを楽しむことも

できる。

（２）生徒からみた特性

サッカーの楽しさや喜びを感じるとき サッカーを遠ざける要因

○相手ゴールにシュートが決まったとき

○相手ディフェンスを抜いたとき

○チームで協力してパスをつなぎ攻撃する

　ことで達成感や喜びを共有できたとき

○ボールを足でうまくコントロールできない

　とき

○どこに動いていいかわからないとき

○ミスをして目立ってしまったとき

３　生徒の実態　　

（１）技能

　１年生の時にサッカーを10時間行っているが、安定したボール操作の技術を身につ付けていない

生徒が多い。また、サッカー部やサッカークラブ所属の生徒とそれ以外の生徒の技術の差が大きい。

（２）態度

　体育委員や学年委員中心に協力して活動しようとする雰囲気はある。運動好きの生徒も多く、活

発に授業に取り組めている。運動が不得意な生徒もおり、サッカーに苦手意識を持っている生徒も

いる。

（３）知識、思考・判断

　小学校や中学1年生での経験やワールドカップなどのテレビ放映でサッカーのイメージは持って

いるが細かいルールやフォーメーションや戦術、作戦などを理解している生徒はほとんどいない。

４　教師の指導観

「作戦に応じたボール操作で仲間と連携してゲームが展開できるようにする」ことを通して、ゴー

ル型球技の楽しさや喜びを練習やゲームで気付かせたい。また、チームで仲間との教え合い、励ま

し合いをすることにより、技能を高め、協力することの大切さを身に付けさせたい。
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（１）技能

　ボールの扱いやボールを持たない時の動きがわからない生徒が多いため、まずは、サッカーの動

きや感覚を習得する動きづくりを行い、基礎基本の定着を図る。また、サッカーを通して巧緻性、

敏捷性、スピード、全身持久力などの体力向上を図りたい。

（２）態度

　生徒が見通しを持って主体的に活動できるように、活動場所やルールなど工夫して授業を実施す

る。できるだけ、一人一人の生徒が数多くボールを触れるよう少人数での活動を積極的に取り入れ

る。また、安全面を意識し、集団スポーツのマナーについても身に付けさせたい。

（３）知識、思考・判断

　GPS機器用いて、生徒一人一人の総走行距離やスプリント回数、ヒートマップによる移動軌跡デー

タを活用し、自己や相手チームの特徴を踏まえた作戦や戦術を選べるようにする。

　基本的な練習やゲームの行い方を知り、ルールを守り仲間と協力しながら安全に活動できる方法

を理解させたい。また、作戦や戦術、声がけやアドバイスの仕方、作戦会議等の持たせ方についても、

活発に行えるよう指導していきたい。

５　学校研究主題との関連

　　　　「生徒一人一人が主体的に取り組み確かな学力を身に付ける学習指導の在り方」

〜アクティブラーニングの視点を取り入れた学び合う場の充実〜

　近年、高度に情報化の進んだ現代の社会は、少子化や一人親家族の増加等による家庭内での話し

相手の減少、ＴＶゲーム機や携帯電話、スマートフォンの発達による一人遊びの増加、またSNS（ソー

シャル・ネットワーク・サービス）等の簡略化された文章だけの交流など、「会話の量」や「会話の質」

が減少、低下し、生徒が過ごす生活環境は、ゆたかな人間関係を築くことが難しいというのが現状

であり、本校も同様の状況にある。

　アクティブラーニングで育てたい資質・能力には①自分から進んで取り組む力、②友達と協力す

る力（協動性）、③自分らしく表現する力（創造性）、④自分で決める力（自己決定力）、⑤問題を

解決する力（問題解決力）、⑥自分を伸ばす力（自己成長力）があり、魅力的な学習課題を設定す

れば、話し合いを通して学習能力を高めることができると思われる。

　本校では、「共感的な人間関係」を高め、育てる積極的な生徒指導に取り組むとともに、道徳の時

間を要とした道徳教育を推進し、生徒の心を耕し、総合的な学習の時間や、特別活動における体験

的な活動を通して、ゆたかな人間関係を築き、心豊かでたくましく、互いに協力し合う生徒の育成

に取り組んできた。

　保健体育科では、ペア学習やグループ学習を通して学び合う活動を行っている。ただ、話し合う

だけではなく、他者の動きを観察し、自分の動きを意識したり、アドバイスを行ったりすることで

確かな学力を身につけてきた。

６　GPSを活用した授業について

　本単元では静岡産業大学との共同研究により、GPS（FieldWiz）を利用することで、ヒートマッ

プによる一人一人の軌跡を通して作戦、戦術を考え思考・判断を高めることや総移動距離や強度別

運動量を測定し、サッカーを通して高まる体力の分析を行った。データの検証では、１０分間のプ

レイタイムで約1キロ程度移動し、持久的負荷としては競技レベルのものと大きな差異はないとい

う調査結果が出た。GPSを用いて測定することで、目には見えづらいスプリント回数やターン回数、

総移動距離など明確化されるため、作戦や戦術を考える時に大きな判断材料となる。また、個々の
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生徒の巧緻性、敏しょう性、全身持久力などデータに出るため、サッカーを通して高まる体力の向

上に有効であると考えられる。

　GPS（FieldWiz）を使用した授業については、最先端テクノロジーの体育授業での今後の可能性を

探るため静岡産業大学小澤治夫教授、中西健一郎准教授の協力を得て実施した。

７　単元の目標

（１） 自主的に取り組み、フェアプレイを大切にしながら自己の責任を果たし、チームの話合いに貢

献し、健康・安全を確保できるようにする。 【関心・意欲・態度】

（２） ゲームにおいて自己分析、チーム分析ができるようにし、課題に応じた運動の取り組み方を工

夫できるようにする。 【思考・判断】

（３） 安定したボール操作と空間を作り出す動きをできるようにし、作戦に応じた技能で仲間と連携

しゲームができるようにする。 【技能】

（４） サッカーの技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などが理解できるようにする。

  【知識・理解】

８　単元及び学習活動に即した評価規準

運動への

関心・意欲・態度

運動についての

思考・判断
運動の技能

運動についての

知識・理解

単
元
の
評
価
規
準

・球技の楽しさや喜

びを味わうことがで

きるよう、フェアな

プレイを大切にしよ

うとすること、自己

の責任を果たそうと

すること、作戦など

に貢献しようとする

ことや、健康・安全

を確保して、学習に

自主的に取り組もう

としている。

・生涯にわたって球

技を豊かに実践する

ための自己の課題に

応じた運動の取り組

み方を工夫している

・球技の特性に応じ

て、ゲームを展開す

るための作戦に応じ

た技能や仲間と連携

した動きを身に付け

ている。

・技術の名称や行い

方、体力の高め方、

運動観察の方法、試

合の行い方を理解し

ている。

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準

①学習活動に自主的

に取り組もうとして

いる。

②フェアなプレイを

大切にしようとして

いる。

③作戦などの話合い

に貢献しようとして

いる。 

①提供された作戦や

戦術から自己のチー

ムの特徴を踏まえた

作戦や戦術を選んで

いる。

②仲間に対して、技

術的な課題や有効な

練習方法の選択につ

いて指摘している。

③球技を継続して楽

しむための自己に適

したかかわり方を見

付けている。

①ゲームや練習中に

味方が次のプレイを

しやすいようにパス

をすることができる。

②ゲームや練習中に

味方から離れる動き

や人のいない場所に

移動する動きができ

る。

③ボールを持ってい

る相手に対してゴー

ルを背にして守るこ

とができる。

①技術の名称や行い

方について、学習し

た具体例を挙げてい

る。

②試合の行い方につ

いて、学習した具体

例を挙げている

③GPSデータの活用

を運動観察の方法と

捉え、理解したこと

を言ったり書き出し

たりしている。
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９　単元の計画

（１）領域の取り上げ方

学年／

運動

バレー

ボール

ソフト

テニス

バドミン

トン

ハンド

ボール

バスケット

ボール
サッカー

ソフト

ボール

１学年 ８時間 １０時間 １０時間 ８時間

２学年 ８時間 １０時間 １０時間 ８時間

３学年 １２時間 １２時間 １２時間 １２時間 １２時間 １２時間

○第１・２学年は、２年間ですべての型を必修。

○第３学年においては「バレーボール」「ソフトテニス」「ソフトボール」から種目選択。「サッカー」

は学校選択

（２）運動種目

学年 教材 目指す動き

１
サッカー 攻撃を重視し、空間に仲間と連携して走り込み、マークをかわして

ゴール前での攻防を展開できるようにする。

２

３
サッカー 仲間と連携してゴール前の空間を使ったり、空間を作りだしたりし

て攻防を展開できるようにする。
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スポーツと人間　第３巻　第２号（2019年）

（３）指導と評価の計画（１２時間扱い）本時は○印　１０／１２時



中学校体育授業「サッカー」におけるGPS測定器活用の学習効果に 関する事例的基礎調査研究
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10 本時の学習と指導（１０／１２時）

（１）ねらい

 GPSデータから自己のチームの特徴を踏まえた作戦を考えてゲームができる。（思考・判断）

（２）準　備

 ・サッカーボール　・ハンドボールゴール　・カラーコーン　・マーカー　・ビブス　・タイマー

 ・GPS機器　・ＧＰＳデータ　タブレット　ホワイトボード

（３）展　開　






